
町 の 考 え を 問 う ！  町 の 考 え を 問 う ！  町 の 考 え を 問 う ！  
1 1議員が登壇  1 1議員が登壇  1 1議員が登壇  

8

一般質問

預
貯
金
の
ペ
イ
オ
フ

(

預
貯
金
の
払
い
戻
し)

が
４

月
か
ら
全
面
解
禁
さ
れ
た
。

公
金
の
健
全
運
用
を
願
う

面
か
ら
、
現
在
の
預
貯
金
の

預
金
、
借
入
金
額
の
現
状
を

回
答
さ
れ
た
い
。

預
金
額
は
７
月
現
在
、

町
指
定
金
融
機
関
、
埼
玉
り

そ
な
を
中
心
に
約
54
億
円
、

借
入
金
額
が
約
46
億
円
等
と

な
っ
て
い
る
。

現
在
の
ペ
イ
オ
フ
対
策

の
具
体
例
を
明
示
さ
れ
た
い
。

既
存
普
通
預
金
か
ら
金

融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
で

も
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
る

「
決
済
用
預
金
」
に
切
り
替

え
て
確
実
な
運
用
を
取
っ
て

い
る
。

基
金
は
、
利
子
の
つ
く
普

通
預
金
で
運
用
を
図
り
、
借

入
金
と
の
相
殺
の
可
能
性
に

よ
る
安
全
策
を
取
っ
て
い
る
。

資
金
の
効
率
的
な
運
用

で
自
主
財
源
捻
出
の
努
力
を

願
う
が
、
町
の
主
要
取
り
引

き
金
融
機
関
の
経
営
状
況
の

注
視
が
重
要
だ
。

金
融
機
関
の
経
営
状
況
を

示
す
自
己
資
本
比
率
８
％
以

上
が
求
め
ら
れ
る
。
町
内
金

融
機
関
の
現
状
は
。

町
内
の
金
融
機
関
は
超

え
て
い
る
。

町
財
源
の
確
保
に
向

け
、
税
の
収
納
率
増
加
に
努

め
ら
れ
た
い
。

金
融
機
関
と
の
協
議
と

税
の
収
納
率
向
上
に
、
さ
ら

に
努
め
た
い
。

│
│
安
全
性
を
第
一
と
し
た

運
用
に
努
め
て
い
る

平ひ
ら

田た

義よ
し

雄お

議
員

公
金
の
預
貯
金
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
対
策
と

基
金
の
効
率
的
運
用
を
！

答 問

町指定金融機関

９月定例議会では11名の議員が一般質問を行いました。
その中から主な質疑応答の要旨を、質問した議員の要約により掲載します。
なお、会議中の発言および答弁の詳細は、伊奈町議会ホームページおよび図書館に備えてある
会議録でご覧になれます。（ただし、今議会分は12月初旬の掲載になります。）

●伊奈町議会ホームページ●
http://gikai02.kaigiroku.jp/ina/

問答

答

問

問 答
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一般質問

要
介
護
度
１
の
人
は
、

こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
。

軽
度
の
方
に
は
、
介
護

度
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
転

倒
防
止
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
予
防
介

護
を
行
う
。

今
回
の
改
訂
の
最
大
の

問
題
は
、
特
養
ホ
ー
ム
等
の

施
設
利
用
者
の
住
居
費
、
食

費
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
全

額
利
用
者
負
担
と
な
る
。

年
金
所
得
266
万
円
以
下
の

人
で
も
、月
額
１
万
５
千
円
、

年
額
で
は
30
万
円
と
大
幅
な

負
担
増
と
な
る
。

低
所
得
者
の
負
担
増
を

軽
く
す
る
た
め
、
負
担
の
上

限
額
を
設
定
し
軽
減
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
生
保
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
町

の
承
認
を
受
け
た
人
は
補
足

給
付
さ
れ
る
。

特
養
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

希
望
者
が
増
え
て
い
る
。
そ

の
対
応
は
。

現
在
待
機
者
は
51
名
、

入
所
で
き
る
ま
で
の
間
、
老

健
施
設
等
を
活
用
し
て
い
き

た
い
。低

所
得
者
対
策
と
し
て

利
用
料
の
軽
減
を
し
て
い
る
。

継
続
、拡
大
を
す
る
考
え
は
。

現
在
の
軽
減
措
置
を
維

持
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

│
│
低
所
得
者
対
策
と
し
て

負
担
上
限
額
を
設
定
し
て
い
る

金か
ね

子こ

利り

作さ
く

議
員

介
護
保
険
「
食
費
・
住
居
費
の

利
用
者
負
担
の
中
止
を
」

答問

問 問

本
年
４
月
、
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
学

習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
そ
の
他
脳
機
能
の
障
害

で
、
症
状
が
通
常
低
年
齢
に

発
現
す
る
も
の
を
発
達
障
害

と
し
て
「
発
達
障
害
者
支
援

法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
法
の

も
と
で
、
そ
の
人
た
ち
へ
の

家
庭
や
学
校
で
の
対
応
、
認

識
や
学
習
は
、
学
校
や
地
域

で
理
解
、
支
え
あ
え
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど

も
は
知
的
発
達

に
遅
れ
は
無
い

も
の
の
、
学
習

面
や
行
動
面
で

困
難
を
有
す
る

場
合
が
多
い
。

個
別
的
か
つ
弾

力
的
な
指
導
及

び
支
援
が
必

要
。各

学
校
で
は

校
内
委
員
会
設

置
、
１
名
の
特

別
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
を
指
名
し
、
校
内

体
制
を
整
備
し
た
。

今
後
個
別
の
指
導
計
画
作

成
な
ど
具
体
的
取
り
組
み
を

進
め
る
。
発
達
障
害
は
早
期

発
見
・
早
期
支
援
が
必
要
、

し
か
し
社
会
的
に
は
十
分
な

理
解
が
得
ら
れ
な
い
現
状
も

あ
る
。

今
後
学
校
だ
よ
り
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
な
ど
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
行
う
必
要
性
も
感
じ

て
い
る
。

２
０
１
１
年
に
は
現
在

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
中
止
さ

れ
る
、
学
校
放
送
等
の
設
備

移
行
計
画
は
。

学
校
で
は
約
112
台
の
テ

レ
ビ
が
あ
る
、
財
政
状
況
を

考
慮
し
、
計
画
的
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
廃
止
ま
で
に
順
次
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
を

実
施
し
て
い
く
。

学
校
や
公
共
施
設
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
計
画
は

│
│
法
制
定
の
趣
旨
に
十
分
留
意
し
関
係

各
課
の
連
携
の
も
と
、適
切
に
対
応
し
た
い

永な
が

末す
え

厚こ
う

二じ

議
員

Ｌ
Ｄ(
発
達
障
害)

、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ(

注
意
欠
陥
多
動
性
障

害)
等
を
理
解
･
支
え
あ
う
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

答

答

答 答

答

問

問

答問

デジタル放送テレビ

町内の特養施設
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一般質問

新
予
防
給
付
対
象
者

や
、
施
設
給
付
見
直
し
に
よ

る
利
用
者
の
影
響
と
対
応
・

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
町

の
具
体
的
な
今
後
の
方
針
と

計
画
は
ど
う
か
。

軽
度
の
人
は
、
筋
力
向

上
・
口
腔
ケ
ア
等
状
態
の
維
持

訪
問
介
護
に
よ
る
利
用
計
画

の
方
法
等
が
あ
り
、
影
響
に

つ
い
て
は
、
居
住
費
・
食
費

が
自
己
負
担
と
な
る
が
、
低

所
得
者
に
負
担
額
を
定
め
、

差
額
は
施
設
に「
補
足
給
付
」

さ
れ
る
。
ま
た
、
更
な
る
利

用
者
の
負
担
軽
減
も
あ
り
、

対
応
を
図
る
。「
地
域
密
着

型
」
は
、
日
常
生
活
圏
域
を

設
定
し
、
国
の
交
付
金
を
利

用
し
て
い
く
。

役
割
・
責
任
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
を
指
定
・
指
導

し
、
利
用
者
が
不
利
益
を
被

ら
な
い
よ
う
に
監
督
機
能
を

果
た
し
て
い
く
。

16
年
度
小
中
学
校
の
教

室
に
２
箇
所
ず
つ
壁
掛
扇
風

機
を
設
置
し
た
。

保
育
所
は
、
南
と
中
央
の

５
歳
児
の
部
屋
が
ク
ー
ラ
ー

の
未
設
置
で
あ
る
が
、
設
備

面
の
充
実
を
図
る
。

今
年
度
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
や
区
画
線
・
路
面
表

示
・
交
差
点
付
近
の
ポ
ス
ト

コ
ー
ン
設
置
な
ど
安
全
対
策

を
実
施
し
て
い
く
。

福
祉
施
設
前
道
路
の

安
全
対
策
を

教
室
や
保
育
所
の

暑
さ
対
策
を

│
│
低
所
得
者
の
更
な
る
負
担
軽
減
を
図
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

小こ

林
ば
や
し

菊き
く

江え

議
員

介
護
保
険
改
正
に
つ
い
て

町
の
役
割
と
責
任
は

答

答 答

問

志
久
の
信
号
を
進
入
禁

止
に
し
て
役
場
前
信
号
か
ら

大
型
車
両
の
上
り
一
方
通
行

と
六
道
・
寿
２
の
信
号
間
を

全
車
両
一
方
通
行
と
し
て
、

歩
道
を
設
け
る
べ
き
だ
。

寿
３
の
信
号
右
折
帯
の

問
題
や
住
民
の
理
解
の
問
題

が
残
る
。

中
部
区
画
整
理
地
内
・

蓮
田
鴻
巣
線
の
伊
奈
中
央
線

に
付
け
替
え
ら
れ
る
時
期
は

い
つ
か
。

今
年
度
中
で
あ
る
。

大
針
羽
貫
線
へ
の
連
結

を
考
え
て
役
場
前
信
号
か
ら

一
方
通
行
を
取
り
入
れ
歩
道

帯
を
設
け
る
べ
き
だ
。

検
討
す
る
。

サ
イ
レ
ン
信
号
に
対
す

る
町
民
の
理
解
を
深
め
る
べ

き
だ
。毎

月
７
日
に
火
災
予
防

信
号
を
出
し
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
る
。

防
災
無
線
放
送
、
固
定

電
話
の
連
絡
網
に
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
な
ど
、
任
意
の

メ
ー
ル
利
用
を
学
校
・
消

防
･
町
で
取
り
入
れ
る
べ
き

だ
。

検
討
し
て
い
く
。

車
椅
子
な
ど
要
介
助
者

に
駐
車
、
ト
イ
レ
の
配
慮
を

す
べ
き
だ
。

新
設
ト
イ
レ
等
検
討
す

る
。

町
制
記
念
公
園
の
バ
ラ

シ
ー
ズ
ン
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

│
│
一
方
を
進
入
禁
止
に
す
る
事
は
可
能
だ
が
、

迂
回
路
･
交
差
点
の
整
備
が
必
要
だ

村む
ら

山や
ま

正ま
さ

弘ひ
ろ

議
員

蓮
田
鴻
巣
線
の
大
型
車
両
交
通
規
制

志
久
･
六
道
間
の
狭
い
所
は
一
方
通
行
に
す
べ
き
だ

答 答答

答

答

問問問

問

問 答 問

おやつを食べる保育所園児

蓮田鴻巣線寿２交差点付近の狭い所

消
防
信
号
に
つ
い
て

緊
急
連
絡
体
制
に
つ
い
て
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一般質問

伊
奈
町
は
昨
年
ま
で
は

合
併
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
き
た
が
、
諸
般
の

事
情
で
合
併
は
破
綻
し
た
。

伊
奈
町
独
自
で
生
き
残
る
た

め
に
は
思
い
切
っ
た
行
財
政

改
革
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

行
政
改
革
の
基
本
理
念
は
、

１
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
経
営

感
覚
に
立
脚
し
た
行
政
改
革
。

２
、
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
。

３
、
職
員
の
意
欲
と
、
主
体

的
創
意
工
夫
。

４
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た

住
民
参
画
の
行
政
。

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
い
か
に
お
考
え
か
。

第
４
次
伊
奈
町
行
政
改

革
大
綱
は
、
基
本
理
念
を
盛

り
込
ん
で
策
定
し
て
い
る
。

今
後
、
実
施
計
画
と
と
も
に

公
表
す
る
。

財
政
改
革
の
た
め
に

は
、
委
託
料
・
補
助
金
等
根

本
か
ら
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

徹
底
的
に
見
直
す
。

丸
山
駅
周
辺
は
乱
開
発

さ
れ
る
前
に
「
伊
奈
氏
屋
敷

跡
」
を
含
め
て
良
好
な
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

前
向
き
に
検
討
す
る
。

丸
山
駅
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

│
│
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

山や
ま

本も
と

重し
げ

幸ゆ
き

議
員

伊
奈
町
の
生
き
残
り
を

か
け
た
行
財
政
改
革
を

答

問

リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど

被
害
が
急
増
し
て
い
る
。

緊
急
対
策
と
し
て
、
悪
質

業
者
に
対
す
る
行
政
処
分
、

取
り
締
ま
り
の
強
化
や
詐
欺

に
あ
わ
な
い
た
め
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
こ
と
。

ま
た
、
相
談
体
制
の
充
実

な
ど
図
る
べ
き
だ
が
。

消
費
生
活
相
談
件
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

町
で
は
毎
週
木
曜
日
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

悪
質
な
訪
問
販
売
か
ら
高

齢
者
を
守
る
取
り
組
み
は
、

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
で
は
国
民
セ
ン
タ
ー
で

作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
た
。

見
守
り
体
制
の
強
化

を
。

高
齢
者
の
身
近
で
活
躍

し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
お
よ

び
、
民
生
委
員
の
方
々
の
協

力
を
得
て
、
悪
質
な
訪
問
販

売
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
る

対
策
を
図
る
。

│
│
関
係
各
課
連
携
を
図
り
、

被
害
対
策
を
図
る

永な
が

沼ぬ
ま

時と
き

子こ

議
員

悪
徳
商
法
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
に

答答 問問

お元気で金婚を迎えるお二人

答問問 答

役場庁舎
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一般質問

羽
貫
地
区
に
予
定
さ
れ

て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
予
定
は
。

18
年
４
月
10
日
オ
ー
プ

ン
予
定
。

県
道
上
尾
久
喜
線
は
交

通
量
が
多
く
、
ま
た
、
近
く

に
県
立
伊
奈
学
園
や
小
針
中

が
あ
り
、
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
る
が
安
全
対
策
は
。

県
道
上
尾
久
喜
線
に
右

折
帯
を
新
設
し
、
３
箇
所
の

入
退
経
路
を
確
保
す
る
。

テ
ナ
ン
ト
の
入
店
数
と

伊
奈
町
の
業
者
数
は
。

36
店
舗
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
伊
奈
町

の
業
者
数
は
４
店
舗
と
聞
い

て
い
る
。

Ｐ
＆
Ｄ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
と
Ｊ
Ａ
上
尾
市
と
の
入
店

契
約
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

役
場
出
張
所(
行
政
サ

ー
ビ
ス)

の
計
画
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
的

と
し
た
会
議
室
を
予
定
し
て

い
る
。隣

地
７，
０
０
０
坪
が

空
地
に
な
っ
て
い
る
が
、
利

用
す
る
計
画
は
。

住
宅
地
と
し
て
売
却
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

町
が
利
用
す
る
計
画
は
な

い
。

│
│
平
成
18
年
４
月
10
日
予
定

荒あ
ら

井い

敏と
し

男お

議
員

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
予
定
は

答 問答 問答 問

問

本
町
の
公
共
施
設
、
学

校
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
実

態
調
査
は
。

８
月
１
日
に
町
内
12
施

設
、
18
箇
所
行
っ
た
。

武
道
館
の
屋
根
14
％
、
ふ

れ
あ
い
活
動
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
上う
わ

屋や

で
１
％
、
南
小
学
校

校
舎
東
側
階
段
下
で
１
％
の

白
石
綿

し
ろ
せ
き
め
ん

が
検
出
さ
れ
た
が
、

他
15
箇
所
は
不
検
出
。
武
道

館
に
つ
い
て
は
、
屋
根
の
ス

レ
ー
ト
材
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の

飛
散
は
な
い
。
他
の
２
箇
所

も
極
め
て
低
い
と
考
え
る
。

今
後
も
状
況
に
応
じ
て
施

設
の
実
態
把
握
調
査
を
実
施

し
、
今
後
対
処
方
法
を
検
討

す
る
。相

談
窓
口
、
診
断
体
制

の
開
設
の
考
え
は
。

相
談
は
、
埼
玉
県
保
健

医
療
部
健
康
づ
く
り
支
援
課

お
よ
び
鴻
巣
保
健
所
で
、
ま

た
、
健
康
診
断
は
労
災
病
院

で
受
診
で
き
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
町
内
配
備
状

況
は
。救

急
１
号
車
、
２
号
車

に
積
載
し
２
台
で
対
応
し
て

い
る
。町

内
施
設
へ
の
配
備
を
。

企
画
課
、
総
務
課
、
関

係
課
と
協
議
し
配
備
の
検
討

を
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
に
つ
い
て

は
。

学
校
や
区
、
各
団
体
等

に
積
極
的
に
講
習
普
及
に
努

め
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ「
除
細
動
器
」を
町

内
施
設
各
所
へ
の
配
備
は

│
│
今
後
も
施
設
の
実
態
把
握
調
査
を

実
施
す
る

大お
お

谷た
に

保や
す

雄お

議
員

本
町
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は

答

答

問

問答 問答 問答 問

ショッピングセンター工事現場

武道館のスレート屋根

答答 問
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公
共
工
事
減
少
に
よ
る

町
内
建
設
業
者
と
従
業
員
へ

の
影
響
と
対
策
は
。

一
定
の
影
響
は
あ
る
。

町
内
業
者
へ
の
発
注
率

を
高
め
る
べ
き
で
は
。

可
能
な
限
り
、町
内
業
者

の
受
注
機
会
を
確
保
し
た
い
。

入
札
に
お
い
て
地
域
貢
献

度
な
ど
、主
観
点
の
評
価
を
。

埼
玉
県
な
ど
で
は
行
っ

て
い
る
。

今
後
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
を
参
考
に
し
た
い
。

新
都
市
交
通
と
の
折
衝

は
。

直
接
、
社
長
に
対
し
て

要
望
書
を
提
出
し
て
き
た
。

多
く
の
利
用
者
の
要
望
で
あ

る
の
で
、
実
現
さ
れ
る
よ
う

県
や
沿
線
市
に
対
し
て
も
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

原
市
沼
川
調
節
池
の
今

後
の
見
通
し
は
。

下
の
池
２
は
平
成
18
年

度
に
完
成
予
定
。

中
の
池
１
も
平
成
18
年
度

に
工
事
着
工
予
定
。

現
状
の
被
害
を
減
少
さ

せ
る
対
策
は
。

調
節
池
や
河か

道ど
う

拡
幅
改

修
工
事
の
進
捗
に
伴
い
、

徐
々
に
被
害
の
減
少
が
見
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

道
上
み
ち
が
み

地
域
の

水
害
対
策
を

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
の

値
下
げ
を

│
│
新
都
市
交
通
の
努
力
で
実
現
す
る
問
題
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

大お
お

沢さ
わ

淳
じ
ゅ
ん

議
員

千
葉
県
印
西
市
で
実
施
し
て
い
る

通
学
定
期
購
入
へ
の
助
成
制
度
を
！

答答

問

問問

答 問答 問 答 問 答

認
知
症
・
知
的
障
害
・

精
神
障
害
な
ど
判
断
能
力
が

低
下
し
た
人
の
財
産
管
理
を

親
族
や
第
三
者
が
行
う
「
成

年
後
見
制
度
」
ま
た
、
軽
い

認
知
症
等
の
方
を
対
象
に
金

銭
管
理
も
含
め
日
常
生
活
の

援
助
を
行
う
「
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
ね
っ
と
」
さ
ら
に
持

ち
家
は
あ
る
が
年
金
以
外
に

収
入
が
な
い
高
齢
者
が
住
み

な
が
ら
土
地
家
屋
を
担
保
に

町
や
金
融
機
関
よ
り
貸
し
付

け
を
受
け
ら
れ
る
「
リ
バ
ー

ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度
」
な
ど

高
齢
者
の
生
活
安
定
策
が
あ

る
。利

用
状
況
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
利
用

者
は
い
な
い
。

い
ず
れ
の
制
度
も
知
ら

な
い
町
民
の
方
が
多
い
。

Ｐ
Ｒ
し
、
活
用
促
進
を
図

る
べ
き
だ
。

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

町
に
お
け
る
閲
覧
の
状

況
は
。平

成
16
年
度
は
39
件
で

営
業
目
的
が
46
％
、
請
求
者

の
身
元
や
目
的
を
確
認
、
目

的
外
使
用
禁
止
の
誓
約
書
も

と
っ
て
い
る
。

悪
用
し
た
と
こ
ろ
も
発

生
し
た
。

個
人
情
報
保
護
の
視
点
よ

り
、
不
安
を
覚
え
る
人
も
多

い
。町

と
し
て
閲
覧
制
度
の
見

直
し
は
。

現
在
国
が
進
め
て
い
る

「
閲
覧
制
度
の
検
討
委
員
会
」

の
動
向
を
踏
ま
え
、
適
切
に

対
応
し
た
い
。

住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
状
況
は

│
│
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く鳥と

り

井い

文ぶ
ん

典て
ん

議
員

高
齢
者
の
生
活
安
定
策
の
Ｐ
Ｒ
を

答答

問

問答答 問問

公
共
工
事
と

入
札
制
度
の
改
善
を

住民課窓口

道上地域


